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	1．第128回大会の開催報告
	曽根理事の代理として堀理事から，市民公開シンポジウム「木質バイオマス利用の現状と将来」が650名以上の参加を得て盛会であったこと，大会参加者は1,222名で，発表取り消しを除く発表件数は649件，桜島フェリーで開催された懇親会参加者は433名であったことなどが報告された。詳細な会計報告は確定後に改めて報告されることになった。
	2．第129回大会の準備状況
	堀理事から，2018年3月26～29日，高知大学朝倉キャンパスと高知県立県民文化ホールを会場として準備を進めており，「大会のお知らせ（第1回）」を日林誌99巻2号に掲載したことが報告された。
	佐藤理事から，前回理事会で決定された2016年度林業遺産を2017年定時総会で発表し，同日正午にプレスリリースを行うことが報告された。また，林業遺産の地区推薦委員として，北海道地区は石橋聡会員（森林総研北海道），東北地区は林雅秀会員（山形大学），関東地区は山本伸幸会員（森林総研），中部地区は奥敬一会員（富山大学），開催地区は大住克博会員（鳥取大学），九州地区は福島敏彦会員（元福岡県林試）がそれぞれ代議員からの推薦を経て，会長から指名されることが報告された。任期は2019年定時総会終結時までの2年間...
	5．プログラム編成担当からの報告
	小島理事から，新たに市浦英明会員（高知大学）と杉浦克明会員（日本大学）をプログラム編成委員に選任したこと，また，プログラム編成委員，企画シンポジウムと公募セッションのコーディネーターに対するアンケート結果を踏まえた第128回大会の総括が報告された。ウェブ登録システムでの共同発表者の修正や追加，大会参加費と懇親会費の分離決済，授賞式・受賞者講演の開催時間帯，ポスター発表コアタイムの分割，「観光とレクリエーション」の部門化の可能性，「教育」部門新設の周知，口頭発表の充実策や座長制の要否，などが今後の...
	6．総務担当からの報告
	堀理事から，2017年定時総会の議案書と進行表について説明があった。また，4月17日に監事監査が行われ，2016年度事業報告と決算について監査を受けたことが報告された。主な監事指摘事項について，指定正味財産と一般正味財産との間の転用は理事会の決定により可能，学生会員を含む個人会員のうち，会費未納のため学会誌送付等のサービスが停止したまま除名されるのは毎年5％程度で，会員として定着しやすい口座引落の利用促進が望ましい，会員名簿のあり方は見直しの余地があるが，会員名簿の配布は会員規則に明記されているた...

